
 

   

ま
し
た
が
我
々
を
取
り
巻
く
環
境

も
一
層
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。 コ

ロ
ナ
だ
け
で
な
く
社
員
の
急

病
や
勤
務
輻
輳
時
の
一
時
的
な
代

務
に
管
理
者
が
な
ぜ
入
れ
な
い
？ 
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１
月

２８

日
、
地
本
よ
り
加
藤
書

記
長
・
運
協
よ
り
石
井
議
長
に
出

席
い
た
だ
き
分
会
再
編
後
、
第
四

回
分
会
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

席
巻
す
る
コ
ロ
ナ
に
よ
り
生
活

環
境
も
一
年
前
と
は
様
変
わ
り
し 

体
調
を
考
慮
し
、
日
勤
駅
へ
転
勤

希
望
し
て
も
取
り
合
っ
て
も
ら
え

な
い
。
短
日
数
勤
務
を
支
店
で
は

な
く
ブ
ロ
ッ
ク
で
要
員
不
足
を
理

由
に
拒
否
さ
れ
る
。
ス
イ
カ
で
の

入
場
券
の
「
タ
ッ
チ
で
エ
キ
ナ
カ
」

は
果
た
し
て
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
と

言
え
る
の
か
？ 

悪
用
さ
れ
る
の

が
目
に
見
え
て
い
る
な
ど
問
題
が 

※ 

次
回
非
番
者
集
会
は
３
月

11

日
（
木
）
１１

時
よ
り
地
本
に
て

開
催
で
す 

※ 

発行責任者 

坂本暢雄 

編集・教宣 提
起
さ
れ
、
議
論
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
着
帽
に
関
す
る
管
理
者
の
パ

ワ
ハ
ラ
発
言
な
ど
も
声
を
上
げ
行

動
を
起
こ
し
た
こ
と
で
そ
の
よ
う

な
行
為
は
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
問
題

を
共
有
し
行
動
を
起
こ
す
の
が
い

か
に
大
事
な
事
で
継
続
す
る
こ
と
、

社
員
代
表
を
勝
ち
取
る
こ
と
を
確 
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と
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新
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安
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見
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執
行
委
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高
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弘
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（
稲
毛
海
岸
班
・
教
宣
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（
南
船
橋
）

 

 

執
行
委
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太
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久
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（
財
政
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（
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見
） 

会
計
監
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丸
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清
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（
千
葉
み
な
と
）

 

 

川
畑 

康
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（
市
川
塩
浜
） 

 

佐
久
間 

春
樹
（
市
川
塩
浜
） 

 

高
木 

芳
明 

（
市
川
塩
浜
） 

 

山
崎 

晃 

（
千
葉
み
な
と
） 

 

吉
原 

清
弥
（
千
葉
み
な
と
） 

 

関 

富
雄
（
C

T

S 

南
船
橋
事
業
所
） 

認
し
分
会
大
会
を
終
え
ま
し
た
。
昨

今
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
新
年
会
を
兼

ね
た
飲
み
会
は
中
止
に
せ
ざ
る
を

得
ず
、
早
期
の
収
束
を
願
う
ば
か
り

で
す
。 

 

 
 


